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6
月
2
日
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れ
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下
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次
々
と
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っ
て
く
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け
て
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今
ま
さ
に
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訓
中
。
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！
」
と
、
元

気
の
良
い
声
が
響
き
、
汗
が
光

り
ま
す
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員
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士
の
合
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は
「
素

直
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を
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、
優
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さ
を
忘
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ず
、
思
い
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あ
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
」
。
健
闘
を
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り

ま
す
。
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す。登場人物も表情豊か。赤頭巾や親指姫など、かわ
いらしい作品がいっぱいです。
　「見た瞬間に、ほっこりしてもらえたらうれしいで
すね。子どもたちが、大人になっても思い出してくれ
る作品を作りたいと思っています」と制作者の三浦信
子さん。多くの来館者が立ち止まっては、にっこりと
見ていました。

オ・ウッドハベルで、５組のバンドが「ホテル・カリ
フォルニア」などの名曲を次々に演奏。「懐かしい曲
が多くて、いいですね」と喜ぶ方もいました。
　出演した市内在住の田村幸雄さんは「被災した方々
のために少しでも力になりたいです」と話してくれま
した。コンサートの収益金の一部は、日本赤十字社に
寄付されました。

して、にぎわい
ました。
　運営に携わっ
た土屋正紀さん
は「住民の活動
の中心になって
ほしい」と期待
を込めました。

　６月８日、輪
厚で東日本大震
災の被災者支援
を目的としたコ
ンサートが開か
れました。築50
年以上の牛舎を
改装したスタジ

　６月12日、環境市民の会事務所でリサイクルミニ講
座が行われました。参加者は６人。家庭にある古布な
どを利用し、涼しげなすだれ飾りを作りました。「赤
い布の方が映えるわね」「青い色の方もきれいよ」と
和気あいあいと楽しそう。糸やおはじきなども貼り付
けて約３時間で出来上がり！　色や形がそれぞれ違い、
味わいのある作品に仕上がりました。

　参加した女性
は「すてきにで
きました。玄関
に飾りたいです」
とうれしそう。
不用品が見事に
よみがえりまし
たね。

　５月31日、地域サポートセンターともに内の緑陽セ
ンターで開場記念祭が行われました。市民の皆さんが
交流の場として使える、貸しスペースです。　
　ノルディックウオーキングに参加した百瀬久子さん
は「子どもが通った小学校の跡地なので、どんなふう
になったのかと思い来ました」と話します。防災の講
演やエレキギターの演奏などもあり、約200人が来場

　夢プラザで折
り紙絵が、７月
31日まで展示さ
れています。
　童話のストー
リーやキャラク
ターが折り紙で
表現されていま

地域交流スペース「緑陽センター」

東日本大震災支援チャリティーコンサート 北広島環境市民の会・リサイクルミニ講座

三浦信子「折り紙絵展」


